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分散オブジェクト基盤ソフトウェア"TPBroker''

TPB｢oke｢は,NetworkObjectplazaの基盤ソフトウェアとして,企業や社会のさまざまな情報システムを世界レベルで結び付ける役割を果たす｡

この図では,情報の伝達路を表す中軸の"ORB(ObjectRequestBroker)”の部分と,多様な応用機能を実現する｢CORBAサービス+の部分がTPBroker

である｡

"TPBroker”は,"Network Objectplaza''の基盤ソ

フトウェアとして,新1日のシステムを組み合わせる分散

オブジェクトシステムであり,オブジェクト間のシーム

レスな連携を実現する｡この技術を用いたシステムで

は,オブジェクトをネットワーク上のどの位置からでも

相互に自由に利用することができる｡例えば,ある部門

のユーザーが,他部門のシステムの差異や,データ,プ

ログラムなどの物理的な位置,それに形式,開発したプ

ログラム言語の種類などを意識せずに,必要な機能やデ

ータを利用することができる｡この分散システムを構築

するための標準仕様として規定されているのが"CORBA

(CommonObject Request Broker Architecture)''で

ある｡

TPBrokerは,このCORBAの仕様に準拠することに

よって出際的な標準性を確保している｡また,信頼性･

高性能性の強化を図るために,従来から培ってきた

OLTP(Online Transaction Processing)技術などの信

頼性技術や最適化技術をソフトウェア要素技術として組

み込んだ,大規模分散システムにも対応できるオープン

ミドルソフトウェアである｡
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はじめに

インターネットの急激な普及ととい二,多くの企業で

は既存のシステムを連携させ,部門を越えた全社的な情

報共有や他の企業との情報連携により,いっそうの効率

化を進めようとする気運が高まっている｡しかし,これ

を従来技術で実現しようとすると,システム開発者は多

大な労力を曹やすことになる｡分散オブジェクト基盤ソ

フトウェア"TPBroker''では,オープンなミドルウエア

としてこのような課題を解決するために,``Network

Objectplaza''の基盤ソフトウェアとして共通的に利用さ

れる各種のサービス機能を提供している(図‖参照)｡こ

れをシステムの基盤として用いることにより,システム

開発者は真に重要な実際の業務アプリケーションの開発

に専念することができるようになる｡

ここでは,分散オブジェクト基盤ソフトウェア

``TPBroker”の準拠している標準規格技術や,大規模な

基幹業務システムに適用を可能にするための独自技術に

ついて述べる｡

CORBAの標準化された技術

"CORBA(Common Object Request Broker Archi-

tecture)''は,分散オブジェクト技術に関する国際的な標

準化推進団体であるOMG(ObjectManagementGroup)

によって規格化されている技術である｡オブジェクト指

向技術を分散システム上で実現するものであり,オブジ

ェクト指向技術の利点と分散コンピューティング技術の

ベンダや

ユーザーが

独自に作成

(標準化対象外)

アプリケーション

インタフェース

業種依存部分
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図1NetworkObjectplazaとTPBroker

TPBrokerは,CORBAに準拠したうえで,基幹システムの基盤とし

て必須の,高信頼･高性能を実現するための機能拡張を行ったソフ

トウェアである｡

利点の両方を兼ね備えたものと言える｡

この技術の参照モデルを図2に示す｡この参照モデル

に示すように,すべてのオブジェクトは,"ORB''と呼ば

れる仲介者を経由して連絡し合う｡また,オブジェクト

間のインタフェースは,CORBAで規定されたIDL

(InterfaceDefinitionLanguage)を用いて定義される｡

このORBとIDLにより,それぞれのオブジェクトは,ネ

ットワークでの存在位置やプログラミング言語の差異,

流通･金融などの業種に依存するオブジ工クト

垂直ドメイン

インタフェース

共通ファシリティ

インタフェース

CORBAサービス

業種非依存部分

システム管理や

ワークフローなどの

業種に依存しない

オブジ工クト

C>

多くの分散オブジ工クトシステムで基本的に使用するオブジ工クト

(ネーミングサービス･イベントサービス･メッセージングサービスなど)

図2 CORBAの参照モ
デル

TPBrokerは,ORBと

CORBAサービスの部分を実

現している｡
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あるいは分散システムのプラットフォームに関係なく連

携できる｡

TPBrokerの独自技術

TPBrokerでは,CORBAの標準に準拠するとともに,

実際のシステム構築を通して培ってきた技術をベース

に,基幹システムの基盤として必須の高信頼･高性能を

実現している｡

その主なものとして,エージェント機能と非同期メッ

セージ機能について以下に述べる｡

3.1エージェント機能

TPBrokerには,主に三つのエージェントがある(表1

参照)｡それぞれは,要求オブジェクトや実行オブジェク

トとは独立して動作する｡

これらのエージェントの効果は,次の2点である｡

(1)信頼性,運用性の向上

実行オブジェクトが異常になった場合,要求オブジェ

クトに代わって実行オブジェクトを再起動するか,また

は他のサーバの同一の実行オブジェクトに自動的に再接

続して要求オブジェクトの負担を軽減する｡

(2)性能の向上

実行オブジェクトを監視し,要求オブジェクトの要求

を適当な実行オブジェクトに振り分けてシステムの処理

性能を向上する｡

この概要を図3に示す｡

3.2 非同期メッセージ機能

分散システムでは,通信の形態として｢同期方式+と

｢非同期方式+の二つが必要である｡同期方式では,送受

信方法が相手先との会話として行われるので,情報の伝

達が確実である｡しかし,相手先の会話の準備ができて

いるときにLか送受信できない｡このため分散システム

では,相手先と同期せずに一方的に情報を送信する方式

表l TPBrokerのエージェント機能

TPBrokerには主に三つのエージェントがあり,それぞれは要求オ

ブジェクトや実行オブジ工クトとは独立して動作する｡

エージェント擁能 処ま里概要 目 的

;運 用 管 理
オブジェクトの起臥監視,および 運用性の向上

停止処理 信頼性の向上

.オブジ土ク′ト管理

オブジェクトの存在位置管理｡オ
プジ工クトの自動接続･再接続

処理

運用性の向上

性能の向上

Lトランザクション

分散トランザクションの決着処理

の並行化｡オブジェクトの異常時

の回復処玉里

性能の向上

信頼性の向上
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図3 エージェントの働き

エージェントには,異常時に実行オブジェクトを自動切換する働

き(a)と,実行オブジェクトの負荷分散をする働き(b)の二つがある｡

が効果的な運用を行うために必要になる｡CORI∃Aでは,

同期方式のほかに非同期方式に近い方式として｢一方向

通信機能+がある｡しかし,この一方向通信機能は,高

い信頼性が要求されるシステムでは,次の理由で十分な

ものとは言えない｡

(1)送信した情報力i相手先に受け取られたかどうか知る

手段がない｡

(2)送信した情報を相手先が受け取る保証がない｡

これを解決するための機能が,｢非同期メッセージ機

能+である｡同期,一方向通信機能,非同期それぞれの

通信方式の位置づけを図4に示す｡

TPBrokerでは,非同期メッセージ機能の基盤に

CORBAで標準化されている"OTS(ObjectTransaction

Service:分散トランザクション機能)”を使用しており,

信
頼
性

非同期通信

一方向通信

同期通信

柔軟性 即時性

図4 メッセージ通信方式の位置づけ

非同期通信は柔軟性と信頼性を持ち,大規模な分散システムで重

要な役割を果たす｡
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次のような特徴がある｡

(1)一度送出されたメッセージは,経路間でどのような

障害があっても,回復を待って送信が保証される｡

(2)送出したメッセージは到着順が保証され,重複は

ない｡

(3)メッセージの送出元のプログラムがメッセージの転

送状況を確認するという手段がある｡

また,通信相手と してTPBroker間だけでなく,

"openTPl”のメッセージキューイング機能などの既存

の非同期メッセージ機能とも連携できる｡

非同期メッセージの処理概要を図5に示す｡

今後の発展

分散オブジェクトでは,インターネット･イントラネ

ットの発展とともに情報系や基幹系の業務システムヘの

適用が進み,分散システムの基盤アーキテクチャとして

の重要性が今後いっそう高まるものと予想する｡

TPBrokerでは,Network Objectplazaの基盤コンポ

ーネントとして,今後も実運用システムの適用範囲の拡

大のため,最先端の技術にいち早く対応していく考えで

ある｡このため,CORBAとして標準化される技術ととも
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(D:メッセージの送出

アプリケーションプログラムは,相手の状態に関係なくメッ

セージを送出できる｡

(丑:メッセージのネットワーク間転送

このメッセージは,実際は非同期メッセージ機能により,自

動的にデータベースなどに保全される｡その後､ネットワー

クの状態に応じて,非同期メッセージ機能問でメッセージの

送受を行う｡

③:メッセージの受け取り

受け取り側のアプリケーションプログラムが処理できるとき

に,このメッセージを受信する｡

図5 非同期メッセージ機能

送信と受信の処理の涜れは,①～③の手順に従って行われる｡
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に,基幹システムの構築に必要な技術を先行して提供し,

その成果をOMGに提案して標準化を図っていく｡

また,CORBAの目的の一つである,他社のCORBA製

品との接続にも注力していく｡CORBA製品のインタオ

ペラビリティの向上により,他社のCORBA製品を使用

する企業との連携システムを,いっそう緊密な形態で構

築することも可能になる｡TPBrokerでは,このインタオ

ペラビリティの強化を目的の一つにしている最新の

"cORBA2.1”仕様に準拠するとともに,1997年8月に発

足した分散オブジェクト推進協議会の場で他社の

CORIiA製品との接続を図り,インタオペラビリティの

実証を推進している｡

おわりに

ここでは,最新の分散オブジェクト技術に基づいた

"TPBroker''の概要について述べた｡

TPBrokerでは,多くの企業で使用されることによっ

て蓄積した技術をOMGの場に提案するとともに,新たに

強化,改定されたCORBA仕様をTPBrokerの中で統合

する｡これにより,TPBrokerが分散オブジェクトでの標

準製品となるように,いっそう力を注いでいく考えである｡
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